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メールソフトの基本設定（Outlook Express）

メールソフトの Outlook Express の基本設定は、ウイルス対策が考えられておりません。

また、相手に送る文字の大きさや、送信者の署名、など使いやすくするための設定もできます。

ぜひ下記の設定変更を行った上で、使用されることをおすすめします。

1. Outlook Express を起動します。

2. レイアウトの設定

上から2段目のメニューバーの「表示」にカーソルを合わせて左クリックし、「レイアウト」ウインドウを開きます。

(1) 「プレビューウィンドウ」の「プレビューウィンドウを表示する」のチェックを外します。

（これで受信した件名を選択しても文面は表示されません。件名と送信者を確認して問題のないメールのみ件名をガブルクリックして見る事になります。）

(2) 「全般」の表示項目はすべてチェックでもOKですが、「フォルダバー」「ステイタスバー」「Outlook バー」などはあまり必要性が無いので、チェックを外したほうがすっきりします。

3. オプションの設定

上から２段目の左端の「ツール」にカーソルを合わせて左クリックし、「オプション」ウインドウを開きます。

(1) メールを受け取ってもすぐに開かないようにする
「読み取り」のタグを開けて「メッセージの読み取り」の下記に示す上から３つのチェックを外します。
· 次の時間プレビューするとメッセージを開封済みにする
· 自動的にグループメッセージを展開する。
· プレビューウインドウで表示するメッセージを自動的にダウンロードする。
　「メッセージはすべてテキスト形式で読み取る」にチェックを入れるとより安全です。

　（但しホームページのようなHTML形式のファイルは見ることができません。）

(2) メールはテキスト形式で送るようにする
「送信」のタグを開けて「メール送信の形式」を「テキスト形式」にします。

　（親しい友人などにHTML形式のメールを送りたいときのみ「HTML」を選択しましょう。）

(3) 送信するメールの文字を大きくする
「作成」のタグを開けて「メール」の「フォントの設定」をクリックして、「サイズ」９を１２程度に大きくします。

（サイズ９は年寄りには見ずらい大きさです。）

(4) メールに自分の署名を付ける
送るメールに自分の署名を付けておきたい場合は、「署名」のタグを開けて「署名」の「作成」をクリックして、「署名の編集」の「テキスト」ボックスに自分の署名を書き込みます。

　　「すべての送信メッセージに署名を追加する」にチェックを入れると、作成するメールのすべてにテキストで作成した書名が入ります。

　　ちょっと凝った署名を作りたい場合は、別のワープロソフトでその署名を作り、「署名の編集」の「ファイル」を選択し、「参照」でその署名の入ったファイルを登録することができます。

　　署名の例です。
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